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が認められた事手術所見では,漉癌は境界明瞭で被膜に

搾れ打てお上 乗陣を形成上 ＼;lnthL-hmmiこ1左｢勺容液

を有してしリ∴ 陣場は L,‖tll()LTに摘出さ,11!∴ 約穐芋

的;･二は.血管も))鰹富左 抑 lnlllこltiolllisnlt)で形成され

認めた,周囲組織には厳慶の所見は認めなかった中術後

症状は改善 し,CTfoilow にて塵慶の蒋発を認めてい

ない.以上の症例につ凱 若干の考察を加え,報告する.
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望 した視床星細胞腫 の 息例
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今回我々は視床星細胞腫を脳室経由で全摘出した後,

側頭角の 紘entrapmem了 を墨 した症例を経験 したので,

若干の文献的考察を加え報告する.症例は20歳,女性.

昭和63年6月より頭痛あり.両側うっ血乳頭を認め,CT

スキャンにて左視床部に低級収蔵を示す mass且esiom

あり当科綜介入院となった.8月30日左側脳室前角経由

による生検を施行 した結果 astrocytoma酢adeIIであっ

た.その後放射線化学療法施行 し腫轟は縮小Lたが,治

療2カ月後増大傾向を示 L,再度側脳室前角経由で手術

施行.渡癌は弾性硬,境界明瞭であり,全摘出に成功 し

た.3月17E3軽度運動失語を残すのみで自宅退院するも,

頭蓋内圧瓦進症状にて4月24日再入院 した.CT,MRⅠ

にて左側脳室の著明な拡大,左側頭葉の低級取成及び著

明な正中構造の偏位を認めた.26日突然脱ヘルニア症状

を起こしたため持続脳室 ドレナ-ジ施行 した.その後の

cT で転再発像はなく,側頭角の "enもrapmem了 と考

えられた.
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結節性硬化症に伴う脳腫癌は比較的長い経過で増大す

るとぎれる.今回我々は,腫慶の急速な増大と Momre)

孔閉塞をこよる水頭症を妥 した結節性硬化症のl手術例を

経験 したので観望をする,症例は10才の男児.561年11月

に頭部打撲の際撮影 した頭部 Ⅹ-pで多発性石灰化像を

認め顔面に特有の皮疹あることから某医で結節性硬化症

と診断された.62年6月当院小児科で CT 施行 した処,

脳内多発性石灰化増と両側前角部をこ遺影割によりエソ-

こ3Otc-)

ソスされる魔癖像を認めた.63年u月近医で顧血乳頭を

指摘きれ来院,CT土塊か月前と比較して雨磯73前角部の

渡藤が著明に増大L,右前頭部g)低吸収域の出現及び水

頭症を認めたため丸院となった血MR‡では腰痛は Tl

月13日左前頭開頭にて亜全摘術を施行した.病理組織診

断し[sLltX､p(mdH11こllLliこ111tC(､11こIStrOCytO71lL,lてメ川 悪

性像はなかった.本年i月19日VP シャントを設置L

経過良好にて2月7田独歩退院した.
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放射線治療後に中枢神経組織,教部組織や血液細胞等

に腫癌が発生することは良く知られた事実である,中枢

神経系において.照射後 ril)Z･osat-｡川11こIや 【11(,=inL,it1111;l

が発生 したとの報告は数多 くみられるが,gliomaの報

告例は極めて少ない,今回我々は,上顎癌の放射線治療

級,照射野内膳実質に 鑑lioma,更をこその数年後,照射

を受けた軟部組織に swcomaが発生した症例を経験 し

たので報告する.症例は44才男性,昭和50年左土顎痛の

摘出手術を受けた後,放射線治療が行われた,且2年後の

昭和62年,右同名半盲を主訴に当院受診,晴渡の結果,

左側頭葉底部をこ脳願癌が認められた.摘出後の病理診断

で膝脇は astFOCytOma酢adeⅢであった.更にその2

年後の平成元年予上顎癌を締出した軟部組織に占拠性病

変の発生を認め,当院丙Å院となった,鰐蜜したところ,

左上顎洞-側頭葉底部にかけて腫歯性病変の存在が明ら

かとなり,掃出 したところ亨SareOmaであった.
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悪性堪腺癌の治療の観幹は現在の勉,手術,放射線で

あるが,放射線照射後翻脳損傷に関する語間庵は衆解決

LT)点か争い.今回我々はこう牛牛在中ハ GlioblLIStOmLl

Lり稚適中に radiこIti川1iTl(iuet,dtlrこtilldamとIge上思わ

したので本例を報賞一するとともに若干の考察を述べる.

[症例]31歳男性,1986年 7月けいれん発作をこて発症 し


